
記載例（住宅新築の場合） 
 

（工作物の新築） 

 
１ 河川の名称 

    利根川水系 一級河川 ○○川 

 
２ 目的 

      住宅新築のため 

 
３ 場所              河川の上流から見て左右を判断する 

   保全区域    左岸  高崎市箕郷町○○字○○４ －３   地内 

                                 土地登記簿上の地番を記入する 

 

４ 工作物の名称又は種類 

     専用住宅１ 棟 

 

５ 工作物の構造又は能力 

      木造２ 階建 １ ５ ０ ㎡ 

 基礎 コンクリート造り 

 

６ 工事の実施方法 

      堤防法先から４ ｍの箇所とし、在来地盤を５ ０ ｃ ｍ盛土、コンクリート 

基礎とする。 

 

７ 工期 

     許可の日から ５ ０ 日間とする 

                          工事工程表の日数と合わせる。 

８ 河川保全区域内の 行為面積 

   ８ ０ ．５  ㎡ 

             当該土地で掘削及び盛土する面積を記入。（住宅の場合、建築 

       面積＋ 余堀部分＋ 配管部分＋ 浄化槽等の面積となる。当該敷 

地を全て造成する場合はその面積。） 

 

９ その他 


